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寛政四年島原大変絵図の初歩的検討

吉田敏弘(國學院大學文学部)

(04)寛政四年大震図と（05)普賢岳新焼図

(19)島原大変大地図と(20)大変後島原絵図 (20)大変後島原絵図の中心部分

(19)島原大変大地図と
(20)大変後島原絵図(部分)の連関性

(22)前山破裂当時図(金井写図）
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(19)島原大変大地図(左）と
(22)前山破裂当時図 (金井写図､下)

との連関性
（Ａ）普賢岳噴火図のタイプ

（B)溶岩流出図のタイプ （C)眉山崩壊図のタイプ

（D)有明海沿岸津波被害図のタイプ 大坂の商人合羽屋五兵衛が持ち帰った
絵図
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信州にまで伝わった
(14)島原山焼図

ここにも
合羽屋五兵衛の

名がみえる

(11)伝・法性寺僧侶持参島原図

山田村法性寺僧侶持参の絵図

構図の共通性 情報の追加

東向きの(肥後から見た)構図
盗人島・金峰山

（12）伝八代鏡町義三良所持島原図

南東から見た構図

北から見た構図（左に城下）
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北から見た構図（２）
（25）普賢岳遠望図（対馬藩宗家所蔵）

閏二月中旬作成の図

閏二月中旬作成に準じる図 三月初旬作成の図

三月中～下旬作成の図 四月上旬作成の図（１）
四月九日写
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四月上旬作成の図（２）
四月十一日写 災害絵図研究の視座

1、災害の実態を復元する自然科学的分析

２、災害情報の拡散過程を追及する社会史的分析

３、災害の認知・認識を再構成する行動論的分析


